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  現   行 見直し案 話し合い結果 

バ

ス 

平日 運行ダイヤ 上り下り各 9便 同左 同左 

土日

祝 

運行ダイヤ 上り下り各 6便 運休 土曜日は現行通り 

通学・通勤 

定期券の扱い 
利用 利用できない 

土曜日は現行通り 

遠距離通学定期利

用者は日祝無料 

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー 

平日 

運行ダイヤ おでかけおかえり各 3 便 

同左 
平日・土曜日とも 

同左 
乗換ポイント 自宅⇔小坂峠 

運賃 200円 

土日

祝 

運行ダイヤ 

平日と同じ 

各４便 日祝のみ各５便 

乗換ポイント 
自宅⇔中秦泉寺 

   ヴェルティス 
日祝のみ同左※ 

運賃 700円 日祝のみ 600 円 

 
※乗換ポイントについて高知駅までの延伸を要望して話し合ったが，日祝の運

休では運休による補助金の削減効果が少なくなるため困難とのことであっ

た。仮に平日も含めた運休ということに話が進めば，削減効果もおおきくな

るので，そのなかでは検討可能とのことであった。 

市との話合いで地域の声を反映 
久重の地域公共交通の現行，再編計画，話し合いの結果

一覧 

バス路線 
運休計画 

 

連
携
協
議
会
は
、
４
月
に
提
示
さ
れ
た
「
地
域
公
共
交
通
再
編
計

画
」
に
つ
い
て
、
連
携
協
議
会
ニ
ュ
ー
ス
４
月
号
で
地
域
の
声
を
集

約
、
要
望
書
に
ま
と
め
て
５
月
25
日
担
当
課
で
あ
る
高
知
市
交
通

戦
略
課
と
話
し
合
い
を
も
ち
ま
し
た
。 

 

地
域
か
ら
は
23
人
の
声
が
オ
レ
ン
ジ
ポ
ス
ト
に
投
稿
さ
れ
、
土
日

祝
の
バ
ス
運
休
や
デ
マ
ン
ド
見
直
し
の
運
賃
、
定
期
券
の
扱
い
、
乗

車
場
所
な
ど
に
強
い
不
満
・
不
安
の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

連
携
協
議
会
は
、
こ
う
し
た
内
容
を
中
心
に
計
画
の
見
直
し
を
求

め
て
話
し
合
っ
た
結
果
、
焦
点
で
あ
っ
た
土
曜
日
の
運
休
に
つ
い
て
は

現
行
通
り
運
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
祝
日
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
も

運
賃
を
７
０
０
円
→
６
０
０
円
に
引
き
下
げ
る
こ
と
や
便
数
も
４
便

→
５
便
に
増
便
す
る
な
ど
地
域
の
声
が
一
定
反
映
さ
れ
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。 

 

今
後
は
、
10
月
実
施
ま
で
に
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
時
間
を

詰
め
な
が
ら
利
用
方
法
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

も
う
一
つ
は
、
今
回
の
再
編
計
画
が
利
用
者
減
に
よ
る
バ
ス
事
業

者
の
収
支
悪
化
と
運
転
手
不
足
、
市
の
補
助
金
の
増
加
を
背
景
に

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
課
題
と
し
て
バ
ス
利
用
者
を
増

や
す
た
め
の
地
域
の
努
力
・
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。 

 

公
共
交
通
再
編
計
画
が
進
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
久
重
地
区
な
ど

特
に
利
用
の
少
な
い
市
内
９
区
間

と
聞
い
て
い
ま
す
。
計
画
の
内
容

は
、
バ
ス
路
線
廃
止
の
み
の
と
こ

ろ
や
土
日
祝
の
運
休
、
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
が
運
行
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
は
そ
の
見
直
し
も
含
め
て

計
画
さ
れ
る
な
ど
地
域
に
よ
っ
て

様
々
な
形
態
を
と
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。 

 

久
重
地
域
以
外
は
お
お
む
ね
地

域
の
了
解
が
得
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
久
重
地
域
で
は
再
編
計

画
を
ニ
ュ
ー
ス
で
全
戸
に
知
ら
せ 

声
を
拾
い
、
役
員
会
で
要
望
書
と

し
て
集
約
し
、
市
と
の
話
し
合
い

を
持
ち
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
久

重
地
域
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

土
曜
日
の
バ
ス
運
休
に
対
し
て

一
番
反
対
や
困
惑
の
声
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
役
員
会
で
は
そ
の
声
を

中
心
に
デ
マ
ン
ド
見
直
し
に
つ
い

て
も
出
さ
れ
て
き
た
意
見
・
要
望

を
携
え
て
市
と
話
し
合
い
を
行
い

ま
し
た
。 

 
 

                       

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、
現
在

自
宅
付
近
か
ら
小
坂
峠
ま
で
を
２

０
０
円
で
運
行
し
て
い
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
利
用
が
な
い
状
況
で

す
。
計
画
で
は
、
土
日
祝
バ
ス
運
休

と
合
わ
せ
て
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
―

の
運
行
見
直
し
が
示
さ
れ
ま
し

た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
①
運
賃
７
０

０
円
は
高
い
、
②
定
期
券
利
用
者

に
は
負
担
増
、
③
乗
り
継
ぎ
ポ
イ

ン
ト
の
中
秦
泉
寺
を
さ
ら
に
延
伸

④
ダ
イ
ヤ
４
便
の
増
便
な
ど
の
声

が
ポ
ス
ト
に
投
函
さ
れ
ま
し
た
。 

 

市
と
の
話
し
合
い
で
は
、
こ
う

し
た
声
を
反
映
す
る
よ
う
要
望
し 

運
賃
（
１
０
０
円
減
）
、
定
期
券
（
遠

距
離
通
学
の
定
期
券
利
用
者
は
無

料
）、
ダ
イ
ヤ
（
一
便
増
便
）
な
ど

で
地
域
に
歩
み
寄
る
結
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

                         

 

行
政
側
も
私
た
ち
の
熱
意
に
応

え
、
バ
ス
会
社
や
タ
ク
シ
ー
会
社

と
の
折
衝
、
土
佐
山
な
ど
関
連
す

る
地
域
と
の
調
整
に
真
剣
に
取
り

組
ん
で
く
れ
、
土
日
祝
運
休
計
画

を
日
祝
日
運
休
に
変
更
す
る
な
ど

上
表
に
ま
と
め
た
よ
う
な
結
果
と

な
り
ま
し
た
。 

 

地
域
の
熱
意
が
行
政
を
動
か

し
、
一
部
と
は
い
え
計
画
案
の
見

直
し
を
実
現
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。 

                        

福祉課都度を 

地域の熱意が行政を動かす！ 

 

市
と
の
話
し
合
い
の
中
で
、
自

転
車
を
留
め
置
き
で
き
る
場
所
に

つ
い
て
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、

利
用
人
数
の
把
握
な
ど
も
必
要
な

た
め
、
今
後
話
し
合
っ
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

愛
称
が
「
か
わ
せ
み
号
」
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
土
佐
山
地
域

で
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
が
運
行
さ

れ
始
め
た
と
き
に
つ
い
た
名
称
で

あ
り
、
現
在
は
久
重
地
域
と
一
体

的
に
運
行
さ
れ
て
い
る
の
で
ネ
ー

ミ
ン
グ
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
と

の
意
見
が
出
さ
れ
、
そ
れ
は
可
能

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

                         

  

今
年
度
の
市
長
と
の
意
見
交
換

会
（
７
月
29
日
）
に
提
出
す
る
11

項
目
の
意
見
・
要
望
を
市
に
提
出

し
ま
し
た
。
結
果
は
８
月
号
で
報

告
し
ま
す
。 

 ①
地
域
共
生
社
会
を
推
進
す
る
た

め
に
、
行
政
と
地
域
の
連
携
に 

つ
い
て
意
見 

②
い
き
い
き
百
歳
体
操
に
参
加
す

る
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
を
保
険
料
滞
納
者
と
同
じ
扱

い
に
し
な
い
よ
う
意
見 

③
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
あ
っ
て

も
指
定
避
難
所
と
し
て
指
定
す

べ
き
。
特
別
警
戒
区
域
で
は
防

災
工
事
（
県
単
独
事
業
）
を
行
う

よ
う
意
見
と
要
望
。 

④
通
学
路
で
要
望
し
て
い
る
グ
リ 

 

ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
や
路
側
帯 

 

・
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
改
修
に

つ
い
て
の
見
通
し 

⑤
老
朽
橋
（
重
倉
川
）
架
け
替
え
の 

 

見
通
し 

⑥
県
道
へ
の
修
景
施
設
の
設
置
と 

 

環
境
面
で
の
配
慮
を
要
望 

⑦
一
宮
２
号
線
の
早
期
完
成
を
要 

 

望 

⑧
海
岸
線
沿
い
の
地
域
だ
け
で
な 

 

く
中
山
間
地
域
で
も
国
土
調
査 

 

を
実
施
す
る
よ
う
意
見
・
要
望 

⑨
緑
ヶ
丘
団
地
専
用
水
道
の
高
知 

 

市
へ
の
移
管 

⑩
久
礼
野
公
民
館
か
ら
久
重
小
ま 

 

で
の
通
学
路
の
補
修
を
要
望 

⑪
ス
ク
ー
ル
バ
ス
（
タ
ク
シ
ー
を 

 

含
む
）
の
運
行
を
要
望 

      

デ
マ
ン
ド
見
直
し
案
で
も
地
域
に
歩
み
寄
り 

デ
マ
ン
ド
見
直
し
も
日
・
祝
日
の
み
に 

自
転
車
留
め
置
き
場
所
も
検
討 

久重のまちづくり計画 

第６回策定会議 

■日 時  6月 18日（土）18時 

■会 場  久重小体育館 

■内 容  支え合いの久重づくり 

 42%を超えた久重地域の高齢化率。住民アンケ

ート調査でも，福祉活動は重要度第３位の地域課

題になっています。 

 現在，「久重型共生社会」の推進に向けて歩み

を始めており，まずはオレンジポストの設置により 

地域の声を行政や専門機関につなぐ活動を行っ

てきました。 

 これからは，そうした活動に加え地域のコミュニ

ティで解決しなければならない身近なお困りごとに

ついて，どんなお困りごとがあり，どうやって解決

するかといった検討が「久重型共生社会」の推進

にとって必要ではないかと考えています。 

 今回の策定会議は，そうした点を中心に掘り下

げてみたいと思います。 

意
見
・要
望
を
市
長
に
提
出 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      《公共交通の利用状況や補助金に関するデータ》 
 
【交通手段別利用率】 2007年（H19） 

① 自動車 46% ②自転車 27% ③徒歩 15% ④自動二輪 7% バス・電車 4% 鉄道 1% 

（説明）「高知市公共交通基本計画」によると，市民の交通手段別利用率（公共交通 

  分担率）では，バス・電車はわずか 4%となっています。 

 

【路面電車・路線バス利用者数の推移】2001年（H13）→2020(R2)の年間搬送人員 

  ＜路面電車＞2001年 5,454千人 2019年 5,993千人 2020年 4,291千人 

＜路線バス＞2001年 7,868千人 2019年 3,162千人 2020年 2,088千人 

 （説明）「高知市公共交通基本計画」によると，20年間で路面電車はほぼ横ばいの 

   利用者数を保っていますが（20年のコロナの影響を除いて），路線バスは乗客が 

   6割減となっています（20年にはコロナの影響で 75%減となっています）。 

 

【補助金の推移】バス 1999年（H11）→2020年(R2) タクシー2013年（H25）→2021年（R3） 

  <路線バス>とさでん・東部交通 1999年 16,539千円 2020年 169,405千円 

         北部交通 1999年 4,853千円 2020年 41,733千円 

 ＜デマンドタクシー＞2013年 4,795千円 2021年 34,017千円 

 （説明）「地域公共交通再編計画」によると，路線バスに対する市の補助金は 20 年間 

   でとさでん・東部交通には 10.2倍，久重地域を走る北部交通には 8.6倍と増加 

   しています。2013年からはデマンドタクシー導入による補助金が新たに始まり， 

   わずか 10年足らずでで 7.1倍に増加しています。久重・土佐山地域には，北部交通 

とデマンドタクシーが運行されており，それぞれに補助金が投入されています。 

守るために 

生 活 の 足 を

ま 

用 

が 

必 

か 
考
え
て
み
よ
う 

公共交通は地域住民の生活の足を守る大切な移動手段です。今回，「地域公共

交通再編計画」を聞いて，通学をする児童生徒とその保護者を中心に多くの投稿が

寄せられました。改めて，その影響の大きさを知らされました。 

久重地域に関する再編計画は，路線バス（北部交通）の土日祝の運休とそれに伴

い現行のデマンド型乗合タクシーの見直しを図るというものでした。 

再編計画の背景には，利用者の減少によるバス路線の収支悪化と運転手不足，

デマンドタクシー導入など効率化を図る努力もむなしく歯止めのかからない補助金の

増加があることも明確になりました。しかも，バスやデマンドタクシーを運行するの

は，民間事業者。かつてはドル箱路線と言われた路線での収益で不採算路線をカバ

ーしてきた事業者も，収支悪化と補助金もどこまでも当てにできない状況では，特に

採算の合わない路線から順番に運行の縮小や撤退の声が出てくるのはある意味当

然のことではないでしょうか。 

今回の再編計画に対しては市との話し合いを行い，地域への歩み寄りを感じるこ

とのできる結果を得ることができましたが，根本的な解決には至っていません。 

路線バスやデマンドタクシーの利用者減が根底にある限り，市内の不採算路線の

あちこちですでに廃止の話が持ち上がっているように，このまま何もしなければ久重

地域にも平日運行まで影響が広がってくる日が来るかもしれません。 

利用者を増やすための一人一人の行動や地域の取り組みが必要なことは言うま

でもありませんが，デマンドタクシーや中山間地域への移動支援の導入なども含め

久重地域の将来的な交通体系について真剣な検討が必要な時期に来ているのでは

ないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        《鏡・土佐山線のバス利用状況（鏡・土佐山線）》 

                     出展：地域公共交通再編計画 

【平日下り 9便の状況】R2.10.1から R3.3.31までの半年間の ICデータ乗車人数 

 ＜土佐山庁舎前→川口営業所＞この区間に乗車した人数 

①便 20.3人 ②便 6.3人 ③便 4.2人 ④便 2.9人 ⑤便 7.2人 ⑥便 3.1人 

⑦便 8.9人 ⑧便 5.4人 ⑨便 0.5人 

 （説明）R2.10/1～R3.3/31 の半年間に土佐山庁舎前から川口営業所までのバスに乗った 

  １便毎の 1 日あたり平均乗車人数を現した数字です。朝１便は通勤・通学を中心 

  に一定数の乗車があります。日中も④⑥⑨便以外はそこそこの乗車があります。 

 

【土日祝下り６便の状況】R2.10.1から R3.3.31までの半年間の ICデータ乗車人数 

＜土佐山庁舎前→川口営業所＞この区間に乗車した人数 

①便 5.1 人 ②便 3.1 人 ③便 4.0 人 ④便 3.7 人 ⑤便 3.2 人 ⑥便 1.8 人 

（説明）土日祝日は朝１便の 5.1人以外は 4人以下となっており，このタクシーの定員

以下の利用状況であることが「バスでなくてもタクシーで十分」という主張の根拠に

なっています。 

 

《久重地域土日祝のバス利用状況》 

出展：地域公共交通再編計画 

R3.10.1から同 31までの 1か月間うち，土日祝の

10 日間に利用した久重地域の人の数 

①総人数 33 人（10 代未満 2 人，10 代 11 人，

20 代１人，50 代 2 人，60 代以上 11 人，年

齢不明 6 人） 

（説明）土日祝の 10 日間で利用した人は全部 

  で 33 人でした。10 代と 60 代以上が 11 人 

 で最も多く，10 代は 1 便利用が 5 人で部 

 活や補修などのために利用したと思われ 

 ます。60 代以上は１便利用者はおらず様々 

 な用事で利用したと思われます。 

②利用回数 48 回 ①便 22 回 ②便 8 回 ③ 

便 3 回，④便 11 回 ⑤便 2 回 ⑥便 2 回 

（説明）33 人が利用した回数は合わせて 48 回。 

   回数の最も多い人は 7 回，1 回だけの利用 

   者は 21 人で利用者の約 2/3 でした。 

   便ごとでは 1 便の利用が最も多く 22 回で 

   したが，それでも 1 日平均すると 2.2 人し 

   か利用していない結果となっています。 

③定期券利用者の利用は 7 人で，通勤が 1 人， 

 通学が 6 人でした。 

 

 

電話予約 

久礼野○番地の○○ 

です。中秦泉寺便 

の 10:00着に乗りたいの 

で自宅へお願いします。 

折り返し電話 
自宅近くに 9時 45分 

にお迎えにあがります。 

他の予約者がいます 

ので乗合となります。 

乗合タクシー 
  
乗り合いながら 

 中秦泉寺バス停 

まで運行。 

予約受付 
 
お迎えの時間と 

場所を折り返し 

電話します。 

    《オレンジポストへの投稿》 

 

 「地域公共交通再編計画」についての意見は， 

23 人の方からオレンジポストに投稿がありまし

た。その内訳は以下の通り。 

【投稿者】 

① 保護者 10 人 ②生徒 7 人 ③その他 6 人 

【投稿内容】（複数） 

① バス運行継続，もしくは減便での運行 15 人 

② デマンド運賃が高い 13 人  

③ 定期券利用者は土日祝が新たな負担になる

4 人 

④ デマンド予約制が不便 5 人 

⑤ 運行時間が不明，運行便数を増やせ 9 人 

⑥ 乗継ポイントを中秦泉寺より先に 3 人 

⑦ 自転車の留め置き場所の確保 1 人 

⑧ 計画に賛成 1 人 

 

 

 

《デマンドタクシーの利用について》 

 〇自宅近くから中秦泉寺またはイオン横サンシャインベ

ルティスの乗継ポイントへ運行する公共交通。途中下

車もできます。 

  〇利用には事前予約が必要。出発の１時間前までに第

二さくら交通へ予約します。24 時間対応で予約できま

す。朝１番の便を利用するときは，前日 17時 30分まで 

   に予約が必要です。 

   ＜第二さくら交通＞ 

   ・フリーダイヤル 0120-03-1241 

      ・電 話     088-831-8088 

 

 

 

 久重地域には自ら水道施設を運営している団体

が９団体あると思われます。今まで一度も交流をし

たことがありませんでしたが，施設の老朽化や水質 

の悪化，水量不足など様々な困難や悩みをかかえ 

ながらの運営です。 

 そうした状況を踏まえ，６月に意見交換会を行い

たいと考えています。 

 現在窓口になる人を探し 

ており，そろい次第案内状 

を送る予定にしています。 

    ＜連絡先＞ 

        林照男 

         090-4501-3190 

 

 

 

【編集後記】〇公共交通再編計画と対峙する 
ことになり，改めて利用する人たちにとって 
生活の足としてなくてはならない存在であ
ることを思いしらされました。同時に，公共
交通の現状をみるにつけ，それを守るために 
地域や個人の自覚と努力が必要であるとも
感じました。今後大きな課題として受け止め 
 
 

地域づくりを進めたいと思います。 
〇5 月 21 日の高知新聞にオレンジポストの
記事が載りました。久重の取り組みをアピー
ルできてうれしい思いをしていますが，共生
社会づくりはまだまだこれからです。第６回
策定会議では身近なお困りごとが話し合わ
れます。福祉の里山へさらに前進！（リン） 
 
 


